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１ 再エネ出力抑制の発生について

春・秋等の電力需要が比較的少ない

時期には、太陽光発電の出力が大きい

昼間に、供給力が電力需要を上回る状

況が発生することがあります。

そのような場合、九州電力送配電で

は、太陽光発電等を最大限活用するた

めに、国の優先給電ルールに基づき火

力発電所の出力を下げる等の対応を実

施します。

それでもなお、供給力が電力需要を

上回る場合、やむを得ず、太陽光、風

力発電等の出力制御を実施することが

あります。

出典：九電グループ ESGデータブック2024



２ 再エネ出力抑制の現状

出典：第51回 総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 新エネルギー小委員会／
電力・ガス事業分科会電力・ガス基本政策小委員会 系統ワーキンググループ資料

ο 再エネの導入拡大により出力制御エリアは全国に拡大し、複数エリアにおける出力制御

量の増加による域外送電量の減少等で、足元の出力制御量は増加傾向にあります。

再エネ出力制御の実施状況等



３ 再エネ出力抑制の低減に向けた取組み

出典：九電グループ統合報告書2024



４ 今後の見通しについて

ο 出力制御の見通しについては、毎年、国の審議会に報告しています。

ο ４～７月の実績を反映した結果、2024年度九州における再エネ（太陽光・風力）の総発電
力量に占める出力制御率は６％程度になる見通しです。（2023年度実績▲２％程度）

ο 引き続き、出力制御の抑制に向けて取り組んで参ります。

ο 出力制御の見通しや、出力制御の抑制の取組みなど、再エネに関する情報を
当社ホームページで発信しています。

https://www.kyuden.co.jp/td_index.html

（2024年９月報告）


